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1
話

半
年
ぶ
り
に
、
救
っ
て
く
れ
た
後
輩
が
押
し
か
け
て
き
ま

し
た



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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「
高
瀬
さ
ん
、
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
で
お
願
い
し
ま
す
」

桐
谷
副
隊
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
業
務
日
誌
に
、
凛
は
署
名
を
す
る
。

午
前
八
時
。
F
市
消
防
本
部
・
救
急
隊
の
控
え
室
。

高
瀬
凛
、
救
命
士
、
三
十
歳
。

二
十
四
時
間
の
当
直
明
け
の
体
は
、
も
う
自
分
の
も
の
で
は
な
い
み
た

い
に
重
い
。

「
お
疲
れ
さ
ま
。
今
日
の
合
同
訓
練
、
出
る
ん
で
し
ょ
？
」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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「
は
い
、
九
時
か
ら
特
救
隊
と
。
一
度
マ
ン
シ
ョ
ン
戻
っ
て
着
替
え
て
き

ま
す
」

「
無
理
し
な
い
で
ね
」

控
え
室
を
出
て
、
廊
下
を
歩
く
。

救
急
隊
の
フ
ロ
ア
は
消
防
本
部
の
二
階
の
北
側
に
あ
っ
て
、
特
救
隊
の

詰
所
は
三
階
の
南
側
に
あ
る
。

別
棟
扱
い
の
渡
り
廊
下
で
繋
が
っ
て
い
る
が
、
出
動
シ
フ
ト
が
噛
み
合

わ
な
い
か
ぎ
り
、
互
い
の
顔
を
見
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

5

先
月
、
隣
市
本
部
か
ら
こ
の
F
市
本
部
に
異
動
し
て
き
て
、
一
度
も
特

救
隊
の
彼
の
顔
を
見
て
い
な
か
っ
た
。

半
年
前
、
自
分
を
救
っ
て
く
れ
た
、
あ
の
人
の
顔
を
。

「
先
輩
」

声
が
し
た
。

階
段
を
下
り
き
っ
た
一
階
の
ロ
ビ
ー
。

壁
際
に
も
た
れ
て
立
っ
て
い
た
青
年
が
、
こ
ち
ら
を
見
て
手
を
上
げ

た
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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黒
髪
の
短
髪
。
日
焼
け
し
た
首
筋
。
鍛
え
た
肩
幅
。

半
年
前
、
瓦
礫
の
中
で
抱
き
起
こ
さ
れ
た
と
き
の
、
あ
の
匂
い
が
し

た
。

（…
…

宇
佐
美
く
ん
）

心
の
中
で
名
前
を
呼
ん
だ
瞬
間
、
体
の
奥
が
小
さ
く
跳
ね
た
。

凛
は
そ
れ
を
気
の
せ
い
だ
と
思
う
こ
と
に
し
た
。

「
久
し
ぶ
り
で
す
ね
。
覚
え
て
ま
す
か
？
」

「
も
ち
ろ
ん
。
半
年
前
は…

…

あ
り
が
と
う
、
宇
佐
美
く
ん
」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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律
は
す
こ
し
眉
を
寄
せ
て
、
そ
れ
か
ら
口
の
端
だ
け
で
笑
っ
た
。

「
宇
佐
美
く
ん
、
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。
先
輩
、
俺
の
名
前
、
知
っ
て
ま
す

よ
ね
」

「
う
ん…

…

、
律
、
く
ん
」

「
『
く
ん
』、
い
ら
な
い
で
す
」

ま
っ
す
ぐ
見
つ
め
て
く
る
目
が
、
二
十
六
歳
の
男
の
目
だ
っ
た
。

弟
み
た
い
な
顔
、
で
は
な
か
っ
た
。

凛
は
視
線
を
逸
ら
し
た
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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そ
の
日
の
合
同
訓
練
は
、
別
チ
ー
ム
に
振
り
分
け
ら
れ
た
。

救
急
隊
の
凛
は
搬
送
訓
練
に
、
特
救
隊
の
律
は
瓦
礫
救
助
訓
練
に
。

ロ
ー
プ
を
担
い
だ
律
が
遠
く
で
指
示
を
出
し
て
い
る
姿
を
、
凛
は
何
度

か
目
で
追
い
そ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
た
び
に
自
分
の
手
元
を
見
た
。

夕
方
、
訓
練
の
解
散
後
。

ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
を
出
た
凛
は
ふ
い
に
千
鶴
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。

救
急
隊
で
凛
と
組
む
こ
と
の
多
い
、
年
下
の
後
輩
。

律
と
は
消
防
学
校
の
同
期
だ
っ
た
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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「
凛
先
輩
、
聞
き
ま
し
た
？ 

宇
佐
美
が
今
日
、
半
年
ぶ
り
に
先
輩
の
こ
と

会
っ
た
っ
て
」

「
う
ん
、
ロ
ビ
ー
で
」

「
ず
っ
と
言
っ
て
た
ん
で
す
よ
、
あ
の
人
。
『
救
っ
た
あ
の
先
輩
、
い

ま
、
ど
こ
の
本
部
に
い
る
ん
だ
ろ
う
』
っ
て
」

千
鶴
の
声
は
無
邪
気
だ
っ
た
。

凛
は
曖
昧
に
笑
っ
た
。

（
半
年…

…

誰
だ
っ
て
、
忘
れ
る
の
が
普
通
だ
）



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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そ
う
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
、
控
え
室
で
残
務
を
片
づ
け
て
も
う
一

度
、
夜
の
当
直
に
入
っ
た
。

翌
日
の
朝
七
時
。

二
日
連
続
の
二
十
四
時
間
勤
務
を
終
え
、
凛
は
よ
う
や
く
本
部
の
正
面

玄
関
を
出
た
。

春
の
朝
の
空
気
は
薄
く
湿
っ
て
い
て
、
白
衣
の
襟
が
首
筋
に
冷
た
い
。

マ
ン
シ
ョ
ン
ま
で
歩
い
て
十
分
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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大
通
り
に
出
る
た
め
に
、
本
部
前
の
コ
ン
ビ
ニ
の
角
を
曲
が
ろ
う
と
し

た
、
そ
の
と
き
だ
っ
た
。

「
先
輩
」

角
の
向
こ
う
に
、
律
が
立
っ
て
い
た
。

黒
い
革
ジ
ャ
ン
に
白
い
T
シ
ャ
ツ
。

も
う
特
救
隊
員
で
は
な
く
、
二
十
六
歳
の
青
年
と
し
て
、
そ
こ
に
立
っ

て
い
た
。

「
迎
え
に
来
ま
し
た
」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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「…
…

え
？
」

「
当
直
明
け
、
夜
の
道
、
危
な
い
で
す
か
ら
」

「
朝
、
な
ん
で
す
け
ど
」

「
明
け
方
も
入
れ
て
夜
で
す
」

言
い
方
が
も
う
半
年
前
の
救
助
の
青
年
と
違
っ
て
い
た
。

凛
が
困
っ
た
顔
を
す
る
と
、
律
は
黙
っ
て
凛
の
手
か
ら
白
衣
の
入
っ
た

紙
袋
を
取
り
上
げ
た
。

「
マ
ン
シ
ョ
ン
、
こ
っ
ち
で
す
よ
ね
」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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「…
…

知
っ
て
る
の
？
」

「
半
年
前
、
救
急
車
で
運
ば
れ
た
先
の
病
院
、
覚
え
て
ま
す
。
そ
こ
か
ら

一
番
近
い
独
身
者
向
け
の
マ
ン
シ
ョ
ン
、
調
べ
ま
し
た
」

「
ち
ょ
、
そ
れ
、
ス
ト
ー
カ
ー
じ
ゃ…

…

」

「
先
輩
」

律
が
立
ち
止
ま
っ
た
。

ま
っ
す
ぐ
凛
を
見
て
、
低
く
言
っ
た
。

「
半
年
、
待
っ
た
ん
で
す
」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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凛
の
足
が
止
ま
っ
た
。

（
待
っ
た
、
っ
て
、
何
を…

…

？
）

律
は
そ
れ
以
上
は
言
わ
な
か
っ
た
。

ま
た
歩
き
出
し
た
。

凛
は
白
衣
の
紙
袋
を
持
っ
て
先
を
歩
く
律
の
背
中
を
見
送
る
し
か
な
か

っ
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
を
解
除
し
た
凛
が
紙
袋
を
返
し
て
も
ら
お
う
と
振
り
返

っ
た
と
き
に
は
、
も
う
律
は
凛
の
す
ぐ
後
ろ
に
い
た
。

「
先
輩
」

「…
…

お
礼
、
す
る
か
ら
、
こ
こ
で
」

「
上
、
行
っ
て
も
い
い
で
す
か
」

律
の
指
が
、
凛
の
手
首
を
、
軽
く
掴
ん
だ
。

鍛
え
た
、
太
い
指
だ
っ
た
。

「
半
年
、
待
っ
た
の
で
」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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玄
関
に
入
っ
た
瞬
間
に
、
白
衣
の
紙
袋
が
床
に
落
ち
た
。

律
が
後
ろ
手
に
ド
ア
を
閉
め
た
音
と
、
凛
の
背
中
が
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た

音
が
、
ほ
と
ん
ど
同
時
だ
っ
た
。

「
先
輩
」

律
の
声
が
、
低
い
。

「
半
年
、
本
当
に
長
か
っ
た
ん
で
す
」

律
の
唇
が
、
凛
の
唇
に
重
な
っ
た
。

ぬ
る
い
、
と
凛
は
思
っ
た
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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二
十
六
歳
の
男
の
体
温
が
、
自
分
の
唇
の
温
度
よ
り
、
わ
ず
か
に
高

い
。

（
あ
っ
た
か
い…

…

っ
）

律
の
手
が
、
凛
の
白
衣
の
ボ
タ
ン
を
外
し
た
。

一
個
。
二
個
。
三
個
。

そ
の
指
が
、
震
え
て
い
た
。

「
宇
佐
美
く…

…

っ
」

「
律
で
す
。
先
輩
。
律
」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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「
り
、
律…

…

」

「
も
う
一
回
」

「
り
、
つ…

…

」

褒
美
の
よ
う
に
、
律
が
凛
の
鎖
骨
を
吸
っ
た
。

ち
ゅ
っ
♡
　
ち
ゅ
っ
♡
　
ち
ゅ
ぅ
っ
♡

肌
に
、
湿
っ
た
音
が
三
つ
続
い
た
。

凛
の
ひ
ざ
が
折
れ
た
。

律
が
腰
を
支
え
た
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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「
ベ
ッ
ド
、
奥
で
す
よ
ね
」

「
あ…

…

」

律
が
凛
を
抱
き
上
げ
た
。

救
出
の
と
き
と
同
じ
抱
え
方
だ
っ
た
、
と
凛
は
気
づ
い
て
、
そ
れ
で
顔

が
熱
く
な
っ
た
。

ベ
ッ
ド
に
下
ろ
さ
れ
た
凛
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
、
律
が
引
き
抜
い
た
。

ブ
ラ
の
上
か
ら
、
律
の
唇
が
胸
の
谷
間
を
吸
う
。

ち
ゅ
る
っ
♡
　
ち
ゅ
る
っ
♡
　
ち
ゅ
る
る
っ
♡



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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「
や
だ
、
待
っ
、
ま…

…

」

「
先
輩
、
待
た
な
い
で
す
。
半
年
、
待
っ
た
の
は
俺
だ
か
ら
」

ブ
ラ
を
下
に
ず
ら
す
指
。

現
れ
た
乳
首
に
、
律
の
舌
が
落
ち
た
。

「
あ
っ
、
あ
っ
♡
」

ぺ
ろ
ぺ
ろ
ぺ
ろ
っ
♡

ぺ
ろ
っ
♡
　
ぺ
ろ
っ
♡
　
ぺ
ろ
ぉ
っ
♡

（
や
だ
、
こ
ん
な
、
舐
め
方…

…

っ
♡
）



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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凛
の
腰
が
、
勝
手
に
跳
ね
た
。

律
の
指
が
、
ス
カ
ー
ト
の
下
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
、
両
手
で
破
っ
た
。

ぴ
し
っ
、
と
音
が
し
た
。

「
あ
、
そ
れ
、
買
っ
た
ば
っ
か…

…

っ
」

「
弁
償
し
ま
す
」

「
弁
償
っ
て
、
あ
、
ち
ょ
、
待
っ
、
宇
佐
美
く…

…

」

「
律
」

「
り
、
律
、
ま
、
待
っ…

…

」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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「
待
た
な
い
っ
て
、
言
い
ま
し
た
」

律
の
指
が
、
凛
の
下
着
の
上
か
ら
、
す
べ
っ
た
。

す
じ
を
な
ぞ
る
よ
う
に
、
上
か
ら
下
へ
。

く
ち
ゅ
っ
♡

「
ひ
っ…

…

っ
♡
」

「
先
輩
、
も
う
、
こ
ん
な
」

律
の
指
が
、
下
着
の
脇
か
ら
、
中
に
入
っ
た
。

（
あ
、
入
っ
て
、
来
ち
ゃ
っ…

…

）



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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ぬ
ち
ゅ
っ
♡
　
ぬ
ち
ゅ
っ
♡
　
ぬ
ち
ゅ
る
っ
♡

律
の
中
指
が
、
凛
の
中
で
、
ゆ
っ
く
り
動
い
た
。

「
あ
っ
、
あ
、
あ
、
り
、
つ
、
そ
れ
、
ま
っ
、
わ
た
、
わ
た
し…

…

っ

♡
」

「
先
輩
の
こ
こ
、
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
」

く
ち
ゅ
く
ち
ゅ
く
ち
ゅ
く
ち
ゅ
っ
♡

ぐ
ち
ゅ
ぐ
ち
ゅ
ぐ
ち
ゅ
っ
♡

「
あ
゛
、
あ
゛
、
ら
め
、
ら
め
ぇ…

…
っ
♡
」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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（
や
だ
、
こ
ん
な
に
、
す
ぐ
、
来
ち
ゃ…
…

っ
♡
♡
）

凛
の
腰
が
、
シ
ー
ツ
の
上
で
、
は
ね
た
。

律
の
親
指
が
、
凛
の
お
豆
を
押
し
た
。

「
ひ
ぃ
っ
、
っ
、
っ
、
っ…
…

♡
♡
」

ぴ
ゅ
っ
♡

律
の
指
の
先
で
、
凛
が
一
度
、
軽
く
達
し
た
。

「
先
輩
、
上
手
で
す
ね
」

「
ば
、
ば
か…

…

」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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「
褒
め
て
ま
す
」

律
が
指
を
抜
い
た
。

ぐ
ぽ
っ
♡

そ
の
指
を
、
自
分
の
口
元
に
運
ん
で
、
舐
め
た
。

「
美
味
し
い
」

「
み
な
ぃ
で
ぇ…
…

」

「
見
ま
す
」

律
の
ベ
ル
ト
が
緩
む
音
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

26

ジ
ー
ン
ズ
を
下
ろ
す
音
。

凛
が
目
を
逸
ら
す
前
に
、
律
の
お
ち
ん
ち
ん
を
、
見
て
し
ま
っ
た
。

大
き
い
、
太
い
、
と
凛
は
思
っ
た
。

（
嘘
、
入
る
、
わ
け…
…

っ
♡
）

「
先
輩
、
ゴ
ム
、
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
絶
対
で
す
」

律
が
一
拍
だ
け
理
性
を
見
せ
た
。

財
布
か
ら
取
り
出
し
た
銀
の
包
み
を
、
丁
寧
に
開
け
た
。

「
あ…
…

」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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着
け
た
あ
と
、
律
が
凛
の
脚
を
、
両
手
で
開
い
た
。

ぐ
っ
、
と
。

「
先
輩
、
入
り
ま
す
」

「
ま
、
待
っ
、
り
、
つ
、
待
っ…

…

」

「
待
た
な
い
っ
て
、
何
回
も
言
い
ま
し
た
」

律
の
先
端
が
、
凛
の
お
ま
ん
こ
に
当
て
ら
れ
た
。

く
ち
ゅ…
…

っ
♡

濡
れ
た
音
が
、
自
分
の
体
か
ら
、
し
た
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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「
あ
、
あ
、
来
ち
ゃ
、
来
ち
ゃ…

…

っ
♡
」

「
行
き
ま
す
、
先
輩
」

ぼ
ち
ゅ
っ
♡

ぼ
ち
ゅ
っ
♡

ぼ
ち
ゅ
ぼ
ち
ゅ
ぼ
ち
ゅ
っ
♡

律
が
奥
ま
で
来
た
。

「
あ
゛
、
あ
゛
、
あ
゛
、
ふ
か
、
深
、
深
い…

…

っ
♡
♡
」

「
先
輩
の
こ
こ
、
す
ご
く
俺
の
形
に
な
っ
て
る
」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

29

（
や
だ
や
だ
、
こ
ん
な
、
奥
ま
で…

…

っ
♡
）

律
の
腰
が
、
ゆ
っ
く
り
動
き
始
め
た
。

ぱ
ち
ゅ
っ
♡
　
ぱ
ち
ゅ
っ
♡
　
ぱ
ち
ゅ
ぱ
ち
ゅ
ぱ
ち
ゅ
っ
♡

「
あ
、
あ
、
り
、
り
、
つ
、
り
、
つ…

…

っ
♡
♡
」

「
先
輩
、
上
手
」

律
の
手
が
、
凛
の
胸
を
、
揉
ん
だ
。

乳
首
を
つ
ま
み
、
こ
ね
た
。

こ
ね
こ
ね
こ
ね
っ
♡



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

30

凛
の
声
が
、
半
音
、
上
が
っ
た
。

「
や
っ
、
ら
め
、
ら
め
、
両
方
は
、
ら
め…

…

っ
♡
♡
」

「
両
方
し
ま
す
」

律
の
腰
の
速
度
が
、
上
が
っ
た
。

ぱ
ち
ゅ
ぱ
ち
ゅ
ぱ
ち
ゅ
ぱ
ち
ゅ
っ
♡

ぐ
ぽ
ぐ
ぽ
ぐ
ぽ
ぐ
ぽ
っ
♡

じ
ゅ
ぼ
じ
ゅ
ぼ
じ
ゅ
ぼ
っ
♡



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

31

「
あ
゛
、
あ
゛
、
あ
゛
、
も
ぅ
、
も
ぅ
、
ら
め
、
い
っ
ち
ゃ
、
い
っ
ち

ゃ…
…

っ
♡
♡
」

（
堕
ち
る
、
堕
ち
ち
ゃ
う
、
こ
ん
な
後
輩
に
、
堕
ち
ち
ゃ
う…

…

♡
）

「
先
輩
、
い
っ
て
い
い
で
す
。
俺
の
前
で
、
た
く
さ
ん
」

「
あ
、
り
、
つ
、
り
、
つ
ぅ…

…

っ
♡
♡
」

凛
の
口
か
ら
、
意
味
の
あ
る
言
葉
が
、
も
う
出
な
い
。

律
の
腰
は
、
止
ま
ら
な
い
。

ヌ
コ
コ
ッ
♡
　
ヌ
コ
コ
ッ
♡
　
ヌ
コ
コ
ッ
♡



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

32

「
先
輩
、
俺
の
名
前
、
ち
ゃ
ん
と
」

「
り
、
つ
、
り
、
つ
、
り
、
つ
♡
♡
」

「
上
手
」

律
の
手
が
、
凛
の
頬
を
撫
で
た
。

そ
の
優
し
さ
が
、
い
ち
ば
ん
、
ず
る
い
。

（
や
だ
、
こ
ん
な
の
、
こ
ん
な…

…

っ
♡
♡
）

凛
が
二
度
目
に
達
し
た
。

大
き
く
、
達
し
た
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

33

「
あ
゛
〰
〰
〰
〰
〰
♡
♡
」

ぐ
っ
と
反
っ
た
凛
の
腰
を
、
律
が
押
さ
え
つ
け
た
。

ぱ
ち
ゅ
ん
っ
♡
　
ぱ
ち
ゅ
ん
っ
♡
　
ぱ
ち
ゅ
ん
、
っ
、
ぐ
っ…

…

♡

律
の
腰
が
、
最
後
、
深
く
沈
ん
だ
。

「
先
輩
、
い
き
ま
す
」

「
う
ん
、
う
ん
、
来
て
ぇ…

…
♡
」

ゴ
ム
越
し
に
、
律
の
お
ち
ん
ち
ん
が
、
奥
で
震
え
た
。

ぶ
び
ゅ
っ
♡
　
ぶ
び
ゅ
び
ゅ
っ
♡



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

34

律
の
額
に
、
汗
が
一
筋
落
ち
た
。

凛
の
頬
に
、
そ
れ
が
垂
れ
た
。

「
先
輩
」

律
が
凛
の
耳
元
で
、
囁
い
た
。

「
ま
だ
、
抜
か
な
い
で
す
」

「
え…

…

」

律
の
お
ち
ん
ち
ん
が
、
凛
の
中
で
、
ま
だ
太
い
ま
ま
だ
っ
た
。

（
う
そ
、
ま
だ
、
こ
ん
な…

…

っ
♡
）



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

35

凛
の
中
が
、
ぴ
く
っ
と
、
勝
手
に
動
い
た
。

「
先
輩
、
わ
ざ
と
で
す
よ
ね
」

「
ち
、
ち
が…

…

」

「
お
返
し
で
す
」

律
が
凛
の
膝
裏
を
押
し
上
げ
た
。

凛
の
腰
が
、
シ
ー
ツ
か
ら
浮
い
た
。

（
や
、
姿
勢
、
変
わ
っ…

…

♡
）

律
が
ゆ
っ
く
り
腰
を
引
い
た
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

36

ぐ
ぽ
っ
♡

亀
頭
が
、
凛
の
入
り
口
で
、
止
ま
っ
た
。

「
あ
、
あ
、
ぬ
く
、
ぬ
く
の…
…

？
」

「
抜
き
ま
せ
ん
」

律
の
親
指
が
、
凛
の
お
豆
に
触
れ
た
。

く
り
く
り
っ
♡

く
り
く
り
く
り
っ
♡

「
ひ
っ
、
ひ
ぅ
、
っ
、
っ…

…

♡
♡
」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

37

「
先
輩
の
お
豆
、
ぷ
っ
く
り
し
て
ま
す
ね
」

（
や
、
こ
ん
な
、
言
い
方…

…

っ
♡
）

く
り
く
り
こ
ね
こ
ね
っ
♡

こ
ね
こ
ね
こ
ね
こ
ね
っ
♡

「
あ
゛
、
ら
め
、
い
ま
、
い
ま
さ
わ
っ
ち
ゃ
、
ら
め
ぇ…

…

っ
♡
♡
」

「
敏
感
、
先
輩
」

律
が
お
豆
を
、
つ
ま
ん
だ
。

き
ゅ
っ
、
と
軽
く
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

38

「
ひ
ぃ
っ…

…

♡
」

凛
の
中
で
、
律
の
お
ち
ん
ち
ん
が
、
ぴ
く
っ
と
、
震
え
た
。

律
が
口
の
端
で
、
笑
っ
た
。

「
先
輩
い
ま
、
俺
の
こ
と
、
締
め
ま
し
た
ね
」

「
ち
、
ち
が…

…

」

「
違
わ
な
い
で
す
」

ぼ
ち
ゅ
っ
♡

律
が
ま
た
、
奥
ま
で
来
た
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

39

「
あ
゛
〰
〰
♡
♡
」

二
度
目
の
挿
入
は
、
深
か
っ
た
。

凛
の
中
が
も
う
律
の
形
を
覚
え
て
い
た
。

ぱ
ち
ゅ
ぱ
ち
ゅ
ぱ
ち
ゅ
ぱ
ち
ゅ
っ
♡

ぐ
ぽ
ぐ
ぽ
ぐ
ぽ
ぐ
ぽ
っ
♡

「
あ
、
あ
、
り
、
つ
、
は
や
、
は
や…

…

っ
♡
♡
」

「
も
っ
と
、
声
」

律
の
腰
が
、
急
に
、
深
く
な
っ
た
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

40

パ
チ
ュ
ン
パ
チ
ュ
ン
パ
チ
ュ
ン
パ
チ
ュ
ン
ッ
♡

ガ
ッ
ガ
ッ
ガ
ッ
ガ
ッ
♡

「
ふ
ぁ
、
ふ
ぁ
、
ふ
ぁ
、
ふ
ぁ
っ
♡
♡
」

（
こ
わ
れ
る
、
こ
わ
れ
ち
ゃ…

…

っ
♡
）

律
の
指
が
、
凛
の
唇
に
触
れ
た
。

「
先
輩
、
舌
」

「
ふ
ぁ…
…

っ
」

凛
の
舌
が
、
律
の
指
の
上
で
、
震
え
た
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

41

律
の
指
が
、
舌
を
、
こ
ね
た
。

ね
ち
ゃ
ね
ち
ゃ
っ
♡

ね
ち
ゃ
ね
ち
ゃ
ね
ち
ゃ
っ
♡

「
ふ
ぁ
、
り
、
つ
、
も
ぅ
、
も
ぅ
、
ら
め
ぇ…

…

っ
♡
♡
」

「
先
輩
、
い
い
で
す
よ
、
何
度
で
も
」

律
の
指
が
、
凛
の
舌
か
ら
離
れ
た
。

代
わ
り
に
、
凛
の
頬
を
、
両
手
で
挟
ん
だ
。

「
先
輩
、
こ
っ
ち
見
て
く
だ
さ
い
」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

42

「
ん
、
ん
、
ん…

…

っ
♡
」

凛
の
目
が
、
律
の
目
と
、
合
っ
た
。

律
の
瞳
の
奥
に
、
半
年
分
の
何
か
が
、
あ
っ
た
。

（
や
、
こ
ん
な
目
、
し
な
い
で…

…

っ
♡
）

律
が
ゆ
っ
く
り
笑
っ
た
。

二
十
六
歳
の
男
の
、
笑
い
方
だ
っ
た
。

「
先
輩
、
俺
の
」

言
い
か
け
て
、
律
は
続
き
を
飲
み
込
ん
だ
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

43

代
わ
り
に
、
凛
の
唇
を
、
塞
い
だ
。

ち
ゅ
る
る
る
っ
♡

ち
ゅ
ぱ
ち
ゅ
ぱ
っ
♡

律
の
舌
が
、
凛
の
口
の
中
で
、
暴
れ
た
。

「
ん
、
ん
、
ん…
…
っ
♡
♡
」

律
の
腰
は
、
止
ま
ら
な
い
。

ぼ
ち
ゅ
ぼ
ち
ゅ
ぼ
ち
ゅ
ぼ
ち
ゅ
っ
♡

ヌ
コ
コ
ッ
ヌ
コ
コ
ッ
ヌ
コ
コ
ッ
♡



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

44

じ
ゅ
ぼ
じ
ゅ
ぼ
じ
ゅ
ぼ
じ
ゅ
ぼ
っ
♡

「
ん
゛
〰
〰
〰
♡
♡
」

唇
を
塞
が
れ
た
ま
ま
、
凛
が
達
し
た
。

全
身
が
、
ば
ち
っ
と
、
跳
ね
た
。

律
が
唇
を
離
し
た
。

「
先
輩
、
も
う
一
回
」

「
も
う
、
ら
め…

…

っ
♡
」

「
も
う
一
回
」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

45

律
の
腰
が
、
最
後
の
三
回
深
く
入
っ
た
。

ず
ち
ゅ
っ
♡

ず
ち
ゅ
っ
♡

ず
ち
ゅ
ぅ
ぅ
ん
っ
♡
♡

ゴ
ム
越
し
に
、
律
の
お
ち
ん
ち
ん
が
、
二
度
目
の
精
を
出
し
た
。

ド
ビ
ュ
ッ
♡
　
ド
ビ
ュ
ビ
ュ
ッ
♡
　
ど
ぷ
っ
♡

「
あ
゛
〰
〰
〰
〰
〰
♡
♡
」

凛
の
体
が
、
シ
ー
ツ
の
上
で
、
跳
ね
た
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

46

律
の
指
が
、
凛
の
汗
ば
ん
だ
前
髪
を
そ
っ
と
横
に
流
し
た
。

「
先
輩
、
上
手
で
し
た
」

「
ば
、
ば
か…

…

」

「
褒
め
て
ま
す
」

「
先
輩
」

律
が
凛
の
中
か
ら
ゆ
っ
く
り
抜
い
た
。

ぐ
ぽ
っ
♡

使
い
終
わ
っ
た
ゴ
ム
を
、
丁
寧
に
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
く
る
ん
だ
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

47

「
ち
ょ
っ
と
、
待
っ
て
く
だ
さ
い
」

律
が
、
ベ
ッ
ド
の
脚
元
に
、
降
り
た
。

凛
の
脚
を
、
両
手
で
ぐ
っ
と
開
い
た
。

「
あ
、
ち
ょ
、
何
し
て…
…

」

「
先
輩
の
こ
こ
、
ち
ゃ
ん
と
見
せ
て
く
だ
さ
い
」

「
や
だ
、
見
な
い
で
、
も
う
、
ら
め…

…

」

「
見
ま
す
」

律
の
顔
が
、
凛
の
お
ま
ん
こ
に
近
づ
い
た
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

48

息
が
か
か
る
距
離
だ
っ
た
。

律
が
舌
を
出
し
た
。

ぺ
ろ
っ
♡

「
ひ
ぃ
っ…

…
っ
♡
」

凛
の
お
豆
が
、
律
の
舌
先
で
、
押
さ
れ
た
。

ぺ
ろ
ぺ
ろ
ぺ
ろ
っ
♡

ね
ろ
ね
ろ
ね
ろ
っ
♡

ち
ろ
ち
ろ
ち
ろ
っ
♡



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

49

「
あ
゛
、
あ
゛
、
ら
め
、
い
ま
さ
わ
っ
ち
ゃ
、
ら
め
ぇ…

…

っ
♡
♡
」

ぺ
ろ
ぺ
ろ
っ
♡

ち
ゅ
る
る
っ
♡

律
の
口
が
、
凛
の
お
豆
を
、
咥
え
た
。

じ
ゅ
ぱ
っ
♡

じ
ゅ
ぱ
じ
ゅ
ぱ
じ
ゅ
ぱ
っ
♡

「
ひ
ぃ
、
ひ
ぃ
、
ひ
ぃ…

…

っ
♡
♡
」

（
う
そ
、
舐
め
、
舐
め
る
の
、
こ
ん
な…

…

っ
♡
）



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

50

律
の
舌
が
、
お
豆
の
上
で
、
転
が
っ
た
。

ね
ち
ゃ
ね
ち
ゃ
♡

ね
ち
ゃ
ね
ち
ゃ
っ
♡

「
あ
゛
、
い
っ
ち
ゃ
、
ま
た
、
い
っ
ち
ゃ…

…

っ
♡
♡
」

「
い
い
で
す
よ
、
先
輩
。
何
度
で
も
」

ち
ゅ
ぱ
ち
ゅ
ぱ
ち
ゅ
ぱ
っ
♡

じ
ゅ
る
じ
ゅ
る
っ
♡

「
ふ
ぁ
〰
〰
〰
♡
♡
」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

51

凛
が
ま
た
、
達
し
た
。

律
の
口
元
が
、
凛
の
体
液
で
、
濡
れ
て
い
た
。

律
が
口
元
を
、
手
の
甲
で
、
ぬ
ぐ
っ
た
。

「
先
輩
、
味
、
覚
え
ま
し
た
」

「
み
な
ぃ
で
ぇ…
…
」

「
覚
え
た
だ
け
で
す
」

律
が
、
ベ
ッ
ド
に
、
戻
っ
て
き
た
。

も
う
一
枚
、
ゴ
ム
を
出
し
た
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

52

着
け
た
。

「
先
輩
、
次
は
上
に
乗
っ
て
く
だ
さ
い
」

「
え
わ
た
し
、
上
？
」

「
俺
の
上
で
す
」

律
が
仰
向
け
に
な
っ
た
。

凛
の
手
を
引
い
て
、
自
分
の
上
に
、
跨
ら
せ
た
。

「
や
だ
、
こ
れ
、
見
え
、
見
え
ち
ゃ
う…

…

」

「
見
ま
す
」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

53

凛
の
腰
を
、
両
手
で
、
掴
ん
だ
。

ぐ
っ
と
、
下
に
、
降
ろ
し
た
。

ぼ
ち
ゅ
っ
♡

「
あ
゛
〰
〰
♡
♡
」

律
の
お
ち
ん
ち
ん
が
、
下
か
ら
深
く
入
っ
た
。

最
初
の
挿
入
と
は
、
違
う
角
度
だ
っ
た
。

（
や
、
奥
、
奥
、
ち
が
、
ち
が…

…
っ
♡
♡
）

凛
が
律
の
胸
に
、
両
手
を
、
つ
い
た
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

54

律
が
下
か
ら
ゆ
っ
く
り
腰
を
、
動
か
し
た
。

ず
ち
ゅ
っ
♡
　
ず
ち
ゅ
っ
♡

「
あ
、
あ
、
り
、
つ
、
こ
れ
、
こ
れ…

…

っ
♡
」

「
先
輩
、
自
分
で
動
い
て
く
だ
さ
い
」

「
え
、
わ
た
し
が
？
」

「
先
輩
の
好
き
な
、
深
さ
で
」

（
や
、
こ
ん
な
の
、
こ
ん
な…

…
♡
）

凛
の
腰
が
、
お
そ
る
お
そ
る
、
動
い
た
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

55

律
の
親
指
が
、
凛
の
お
豆
に
、
ま
た
、
触
れ
た
。

く
り
っ
♡

「
ひ
ぃ
っ
♡
」

く
り
く
り
く
り
っ
♡

「
あ
、
あ
、
り
、
つ
、
そ
れ
、
両
方
、
ら
め…

…

っ
♡
♡
」

「
両
方
し
ま
す
」

凛
の
腰
が
、
勝
手
に
、
速
く
、
動
い
た
。

ぼ
ち
ゅ
ぼ
ち
ゅ
ぼ
ち
ゅ
ぼ
ち
ゅ
っ
♡



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

56

ぐ
ぽ
ぐ
ぽ
ぐ
ぽ
ぐ
ぽ
っ
♡

「
あ
゛
、
あ
゛
、
ら
め
、
ら
め
、
自
分
で
、
ら
め
ぇ…

…

っ
♡
♡
」

（
こ
ん
な
の
、
は
ず
か
し
、
は
ず
か
し
い
の
に
、
止
ま
ら
な…

…

っ
♡
）

律
が
下
か
ら
、
腰
を
突
き
上
げ
た
。

ガ
ッ
ガ
ッ
ガ
ッ
ガ
ッ
♡

パ
チ
ュ
ン
パ
チ
ュ
ン
パ
チ
ュ
ン
ッ
♡

「
ひ
ぃ
っ
、
ひ
ぃ
っ
、
ひ
ぃ
っ…

…
♡
♡
」

「
先
輩
、
い
き
ま
す
ね
、
三
回
目
」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました

57

「
う
ん
、
う
ん
、
い
っ
し
ょ
、
い
っ
し
ょ
に…
…

♡
」

律
の
腰
の
突
き
上
げ
が
、
最
深
に
な
っ
た
。

ず
ち
ゅ
ぅ
ぅ
ん
っ
♡

ず
ち
ゅ
ぅ
ぅ
ぅ
ん
っ
♡
♡

ド
プ
ッ
♡
　
ド
ビ
ュ
ッ
♡
　
ど
ぷ
ん
、
ど
ぷ
ん…

…

♡

ゴ
ム
越
し
に
、
律
の
お
ち
ん
ち
ん
が
、
三
度
目
の
精
を
出
し
た
。

「
あ
゛
〰
〰
〰
〰
〰
♡
♡
」

凛
の
体
が
、
律
の
上
で
、
大
き
く
、
し
な
っ
た
。



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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そ
の
ま
ま
、
律
の
胸
に
、
倒
れ
た
。

律
の
腕
が
、
凛
の
背
中
を
、
優
し
く
、
抱
い
た
。

し
ば
ら
く
、
二
人
と
も
動
か
な
か
っ
た
。

律
の
体
重
が
、
凛
の
お
腹
の
上
で
ゆ
っ
く
り
呼
吸
し
て
い
た
。

「…
…

先
輩
」

「…
…

う
ん
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
え
？
」



救命士の先輩は、年下わんこ消防士の"先輩♡"にされました
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「
半
年
前
、
生
き
て
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

凛
は
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

涙
が
勝
手
に
出
て
き
た
の
を
、
律
の
唇
が
頬
で
受
け
た
。

律
の
半
年
が
、
凛
の
指
先
に
触
れ
は
じ
め
て
い
た
。



体
験
版
は
こ
こ
ま
で

こ
れ
は
、
ま
だ
入
口
で
す
。

こ
の
先
で
、
す
べ
て
が
変
わ
り
ま
す
。

選
択
も
、
関
係
も
、
そ
し
て――

結
果
も
。

知
ら
な
い
ま
ま
で
終
わ
る
か
、

そ
れ
と
も
、
最
後
ま
で
見
届
け
る
か
。

答
え
は
、
本
編
に
あ
り
ま
す
。


